
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

改定日：

株式会社エスアール

2021年度 環境経営レポート

　（対象期間：2021年 4月～2022年 3月）

2022年5月10日 　
2023年11月4日



 

１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２．二酸化炭素排出量の削減を推進します。

３．廃棄物の削減を推進します。

４．建設リサイクルを推進します。

５．水使用量の削減を推進します。

６．環境に配慮した施工を推進します。

本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日

改定日
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　岩本　秀生

2019年8月1日

環 境 経 営 方 針

　当社は、土木工事、建築工事、舗装工事などの各事業分野において、地
球環境の保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸と
なって、自主的・積極的に環境への取組を推進し、環境経営の継続的改善
に努めます。

2018年8月1日

　株式会社エスアールは、平成26年の設立以来、土木工事業を通して地域
社会の発展に尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性
を認識し、環境負荷の低減に努めることにより、美しい国土の維持、人と
環境が共存する社会を目指して取り組んでまいります。

Ⅰ．ごあいさつ
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　エスアール
代表取締役　岩本　秀生

（２） 所在地
本　　　社 〒679-2132　兵庫県姫路市香寺町須加院130-11
林田事業所 〒679-4221　兵庫県姫路市林田町林谷793
資材置場 〒679-4221　兵庫県姫路市須加院

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 TEL:079-323-1001

FAX:079-323-2001
E-Mail：kk.srsrsr@gmai.com

（４） 事業内容

　　許可番号　兵庫県　第461650号　　許可年月日　平成28年4月11日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　　平成34年6月2日　

産業廃棄物収集運搬業 許可番号　第02806197467　

（５） 事業の規模
設立
資本金 1千万円
工事売上高　　　　　
産業廃棄物収集運搬量 コン殻　アスファルト殻　389ｔ
各事業所の規模 　

本社 林田事業所 資材置き場 合計
1名 7名 無人 8名

264㎡ 116㎡ 380
264ｍ2 800ｍ2 1000 2064ｍ2㎡

許可運搬車両 11ｔダンプ　１台　重機0.45ｍ3 2台
４ｔダンプ　１台　 重機015ｍ3 2台
３ｔダンプ　２台

（６） 事業年度 ４月～翌年３月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 株式会社エスアール
対象事業所： 本社

林田事業所、資材置場
活動： 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

産業廃棄物収集運搬業

（７） 実施体制

　 　

事務

敷地面積　　　

収集運搬部

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、産業廃棄物収集運搬業

代表取締役　岩本　秀生

3.8億円（2021年度実績）

環境管理責任者

建設現場

従業員　　　　　

2014年4月11日

工事部

延べ床面積　　　

代表取締役
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位 2018年度 2019年度
2020年度
基準年度

2021年度 2022年度

kg-CO2 80,511 78,178 78,170 77361

ｋWh 8,711 8,721 8,590 8,428
L 10,255 9,486 9,442 9,359
L 20,880 21,282 20,696 20,478
kg 255 235 347 351

ｔ 0 0 0 0

％ 0 0 0 0
ｍ3 43 53 49 47

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 78,170 77,388 76,607 75,825 75,043

対基準 △１% △２% △３% △４%

kWh 8,590 8,504 8,418 8,332 8,246
kg-CO2 2,869 2,840 2,812 2,783 2,754
対基準 △１% △２% △３% △４%

L 9,442 9,348 9,253 9,159 9,064
kg-CO2 21,905 21,686 21,467 21,248 21,029
対基準 △１% △２% △３% △４%

L 20,696 20,489 20,282 20,075 19,868
kg-CO2 53,396 52,862 52,328 51,794 51,260
対基準 △１% △２% △３% △４%

kg 347 344 340 337 333
対基準 △１% △２% △３% △４%

％ 100 100 100 100 100
　の向上 対基準 ＋１％ ＋２％ ＋３％ ＋４％

㎥ 49 49 48 48 47
対基準 △１% △２% △３% △４%

件 実績不明 実態調査 目標設定 取組継続 取組継続

対基準 0

一般廃棄物

水使用量

二酸化炭素排出量

2020年度
基準年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

建設リサイクル率

　ガソリン使用量
　軽油使用量

2021年度 2022年度 2024年度

産業廃棄物

化学物質の使用はありません。

　1)一般廃棄物
　　　削減

　　削減

Ⅱ．廃棄物排出量削減

　ガソリン
　　使用量削減

Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

    

注）電力の二酸化炭素排出係数は、関西電力（株）2018年度調整後係数 0.334kg-
CO2/kWh を使用。

Ⅲ．建設リサイクル率

Ⅳ．水使用量

項　目

　軽油
　　使用量削減

　電力使用量

2023年度
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（２）取組期間の実績 　

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 78,170 77,388 77,361 100% 〇

対基準 △１% ＋0.6％
kWh 8,590 8,504 8,428 101% ○

kg-CO2 2,869 2,840 2,815
対基準 △１% △11％

L 9,442 9,348 9,359 100% 〇
kg-CO2 21,905 21,686 21,713
対基準 △１% ＋20％

L 20,696 20,489 20,478 100% 〇
kg-CO2 53,396 52,862 52,833
対基準 △１% △6％

kg 347 348 357 97% △

対基準 △１% △17％
％ 100 100 100 100% ○

　の向上 対基準 維持 維持
㎥ 49.0 48.5 47 103% ○

対基準 △１% △6.4%
件 実績不明 実績調査 0件 －

対基準 　 　 　

取組期間における実績
（2021年4月～2022年3月）

　一般廃棄物
　　　削減

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す
場合は、達成度＝実績÷目標×100％

Ⅲ．建設リサイクル率

　電力使用量削減

排出係数　0.334

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　軽油
　　使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

取組期間における建設リサイクル率の実績＝再資源化量（2,880kg）／産業廃棄物
発生量（3,600kg）

注3)

注4) 環境に配慮した施工：①環境に配慮した工法の開発、提案、②環境にやさしい資
材の採用、③長寿命の資機材への切替え

Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

Ⅱ．廃棄物削減

注2)

Ⅳ．水使用量

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度

　　削減

評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、
×：未達成（95％未満）
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況
（目標達成）

〇

（目標達成）

△

◎ 頻繁に使用する部屋に設置できた。
○ 階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。
○

（目標達成）

△ もっと意識をしエコドライブを実行する。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
△

（目標達成）

△ もっと意識をしエコドライブを実行する。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
△

△ コロナ禍のせいか梱包材の処分が増えた
〇 上記と同じ

今後も正確な排出量を把握しながら、削減に努める。

○

○

（目標達成）

○
○ 簡単なポスター等を掲示した結果、意識が向上した。

○

△

○
次年度も、左記取組を継続する。

もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。
次年度も、左記取組を継続する。

昼休みなど長時間不使用時には対応できたが、今後
は、もっとこまめに入・切の操作をする。

評価結果と次年度の環境経営計画

・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

・設備の空運転禁止
・不要照明の消灯

取り組み計画

（下記の通り）

軽油使用量の削減

建設リサイクル率の向上 （目標達成）

節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

一般廃棄物の削減

可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。
引き続き継続する。

・効率的な移動

（実態調査）

水使用量の削減

コンクリート殻の割合が多く、リサイクル率が高かった。

仮設資材を修理することで再利用に努めた。
次年度も、左記取組を継続する。

もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。
次年度も、左記取組を継続する。

環境に配慮した施工の推進

（目標無達成）

・節水の周知徹底

・清掃時・手洗い時の節水

環境に配慮した収集運搬の推進

・工事分野別の技術・ノウハウ
　の収集

より多くの工夫ができるようにする。
次年度も、左記取組を継続する。

・節水シールの貼付とポスター掲示

・環境配慮施工の推進

・重機の空ふかしの禁止
・アイドリングストップ

・仮設資材の再利用の推進

・分別によるリサイクル推進

・実態調査
・分別の徹底

・空気圧、オイル等の点検

電力使用量の削減

・サーキュレーターの設置

一部でクールビズも導入したが、もっと多くの工夫が
必要であったため、次回に向け対策を考える。

・アイドリングストップ
・急加速・急停車の防止

ガソリン使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減
（下記の通り）
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

未実施

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年　8月　1日
代表取締役　　岩本　秀生

大気汚染防止法

廃棄物処理法
適用される法規制

　当社は、良い地球環境や自然環境を次世代に残すための取り組みの大切さを社員全員が認識し、
エコアクション21に取り組んで来ました。しかしながら、環境推進委員の間では活発な意見の交
換、勉強会などを開催していますが、一般社員や非正規社員への徹底はまだまだ不十分であります｡
　節電、節水、エコドライブなどの省エネについては、今後より一層努力をして行く必要がありま
す。また、３Ｒなどの無駄をなくす取り組みは、社内活動として定着して来ているので、今後は更
なる啓蒙活動を行い、全社員への徹底を図って行く必要があります。

騒音規制法

フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理

特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守

基準に適合した特定特殊自動車の使用

フロン排出抑制法

規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

オフロード法

低騒音・低振動型建設機
械の規程

特定建設作業の届出、規制基準の遵守

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

振動規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

建設リサイクル法

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェ
ストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

遵守する事項

建設業の再生資源利用省
令

再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。
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